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『

紗

国家戦略特区提案の提出について
■－－－－■■■■－－－ニーーニーー■■■■■■－－－■■一一-■■--■■■■■■一一一一一一÷■■－■■一一一一一一一一一一＝一－一一一一一■一一一一■■－■■－－■■■一一■一一一－一一一一■Dー■■ーー－■ロ一一一

●

(大学獣医学部の誘致に関する特区提案

■一一ー■■■■■■■■■■■■一一－■■■■■■一一一■■■■一一一一一-一■■■■ー一一■■一一一一一■■■■■■■■ー－■■－－■■■■一一■■ー■■■■■■一一■■－－■■ー■■一一■■一－一一－一一■■■■一一一■■■■■■ー■■■■一一■■

標記の件について、下記のとおり国家戦略特区提案を提出してよろしいか。

■ーｰ■■ー■■■■一一■■ー一一一一■■ー■■ー■■－■■ー■■■■ーー■■■■一一ーー一一ｰー一一■■ー■■一一一一一一■■＝ー■■■■一一ー■■■■ー■■一■■■■一一－一一‐■■■■■■■■■■ーーーー■■ー■■■■■■一一一一一一ー■

記

｡■■一一一一一ーー■■■■ーー一一一ーーー■■■■ー■■■■■■－－－■■一一一ｰ一一一■■■■ー■■ー■■■■一一一一一■■■■一一－一■■ーー■■■■■■ーーｰ一一■■ーー■■一一ー一－一一ｰ■■■■ーー一ー一■■ー■■ーー一一

1国家戦略特区提案書別紙のとおI

■■■ｰ一一■■－－－■■■■■■一一一一一一ｰ一－一－－－－一一■■■■ーｰ一一一一一一一一一■■■■■■ーｰー一一■■■■■■■■一一一■■■■■■ーーー一一一一一■■■■ー一一一一一■■■■■■ー■■■■－－ｰ■■一■■ー一一●■

2特区提案提出予定日平成27年6月4日（電子メール申請

．（提出期限：6月5日）
■一一一■■一一一一一一■■一■■■■ー■■‐■■一一■■■■■■ー■■ー一一一■■ーーー一一■■ーーー--■■一ーーーーー一一－－■■■■■■一一－一一一一一一一－一一■■ー●■一一-一一一■■－■■■■■■ー■■一■■一一一一

3提案の経緒

新都市地区への獣医師養成系大学の設置については、学部新設に係る入学定員の規制緩和
■一一■■一一－一一ｰー一一一一一ｰー‐■■■■一一■■■■－－－－－－－－--■■■■ー■■ーー■■一一一■■■■■■■■一一一一■■■■ー■■－－－一■■一一一ー一一ｰー■■■■■■ーー一一■■一一■■ー■■■■一■■■■-－－－

のため、構造改革特区提案を平成19年11月の第12次提案から平成26年11月の第26次

提案まで、15回にわたり愛媛県と共同提案を継続しているが、未だ認定されていない
■ｰ一一一■■一一ー－－－■■一一■■ーー■■ーーー－－一一一一一一一■■■■ーー一一一ーー■■ーーーー一一一一■■■■ーー一一一一■■■■ー－一一一一一■■一一－－－■■一一一一ーｰー■■ー■■‐■

一一ー■■■■ｰ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■ー‐■■一一一一一■■一一一一一一■■■■ー■■ーーーーー－－■■ｰー一一一■■ーーーー■■－－－■■ー■■ｰ一一■■ー■■ー－－－ーー■■■■一一一ーーー■■一一一ー一一ー一一一

一一■■■■ー■■一一■■■■■■ー■

■■■■■■■■■■■■■■■■■

■ー一一■■ー■■一一一-一一一■■一一-一一■■ー■■■■一一－一-一一■■ーー■■■■ー■■一一ｰｰ■■ーーｰｰ一一ー■■ーー一一■■ーー‐■■■■ー■■一一一一一一一一■■ー■■■■■■■■一一一■■■■一一一一ー■■■■－－

4提案の取扱レ

①ワーキンググループ委員による提案者のヒアリング（平成27年6月8日）
■一一ーｰ‐-一ｰ■■ー■■■■■■■■■■ー■■一一ｰ一一－－－■■■■■■■■ー一一－一一一一ーーーー一一一ー■■ー■■ーー■■ーｰーーーー一一－一一■■ー■■ｰ一一一■■ー■■一一一一■■ーー一一一一■■

ー■ ■■ー■■

②ワーキンググループ委員による文部科学省のヒアリング

③国家戦略特区諮問会議における調査審議
由■■＝＝ーー■一一一一一－－■■■■■■ー■■一一一一ー一一一一一一■■ー■■■■一一一一■■－■■■■-■■ｰ一一一一一一■■一一一一一一一■■■■ーー－－■■■■一一一一■■■■ーー一一ー－－■■-■■一一一■■ー一一■■■■

④提案に係る対応方針を決定

※第27次構造改革特区提案とみなして取り扱うこともある。
■■■ー■■ーー－－－－－－－－■■一一■■■■一一一一一一■■－■■■■ーー ■■ー 一一一一一■■ーー■■一一一一一■■一一一一■■ー-■■－■■--■■--－一一一■■ーー‐－－－■■■■■■ー 一－■■■■一一■■ー■■ーー一一

p－－■■■■一■■ー－■■－■■ー■■ー■■■■■■ーｰーーー■■－－－■■－－－■■■■ーー一一一一一一■■■－－－－－■■一一ー■■ｰーー■■■■■■一一一一■■■■■■■■－■■ｰ－■■ーー■■ー一一一■■ー＝－－■■■一一一一一■

■－－－ー＝一一一一一一一－－■■■■一一■■■■一一一一一■■一一一一ー■■一一一一一一一■■■■一一一一一一■■ー一一一一■■一一■■一一■■■■■■一一ー一■■－■■■■一一一一■■■■■■一一－－■■ーー－■■■■ー■■ー■

ゆー■■一一一ー一－一一■■■■ー一一一一■■一一一一一一一ｰー一一■■一一ー一一ー一■■■■ーｰ‐■■ーー■■■■一一一一一＝一一■■ｰ■■ーー■■ー一一－一－一一一一－－ｰ一一ー■■ー一一ーｰｰー一一ーーー
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募集期間:平成27年4月28日(火)～6月5日(金)17時まで国家戦略特区等提案様式

■■■■
■■■■
■■■■

管 蕊
号 ①提案主体の氏名

又は団体名
（必須）

②提案主体の住月

葡 市町村名
（必須）

地
意
番
任く

③提案名
（必須）

④事集の実施増
（任意）

所 ⑤具体的な事菜の実施内容

(共同提案
愛媛県 今治計

別宮町一丁E
4番地

躯際水準の獣医学教育翁
区

②その他の提案
今治市

①国際水準の大学獣医学部の新股
これまでの国立大学の研究者養成､私立大学の臨
担う第三極の国際水準の大学獣医学部を空白地域1
獣共通感染症､国際的食の安全､バイオﾃﾛ等への
人材を育成する｡国際貿易自由化に伴う食品壷通舗
産､生物資源利用分野等との連携､創薬研究での医
ｲｴﾝｽの研究･教育と人材育成を進める。

第三極の園
学の臨床獣医師養成と異なる公共獣医事を
の四国に新騨-る｡越境感染症やノ

通感染症､国際的食の安全､バイオﾃﾛ等への危機管理と国際対応の資質を持つた
を育成する｡国際貿易自由化に伴う食品流通等で獣医学的支援の必要な水産､畜

獣連携など分野横断型応用ﾗｲﾌｻ

②その他の提案【水産物･食品の輸出ﾜﾝｽﾄｯプ支授ｾﾝﾀー の股匝】
水産物や食品の輸出において､輸出証明書の発行や､HACCP(総合衛生管理製造遇
程)等に係る輸出水産食品取扱施設の麗定等を一元化した｢輸出ワンｽﾄｯプ支援ｾシ
ター｣(－定条件を満たす民間団体の参入)を設置するとともに､新設大学獣医学部と連撹
して輸出戦略に対応できる衛生管理､安全管理､検査体制､危機管理対応､環境保全、
国際協定等に精通した人材を育成し､輸出体制及び輸出後のﾌｵﾛｰｱｯブ体制を構築
する



竜

。

⑥⑤の事粟を実施した場合に想定される経済的社会的効果
(必須

①図隙水準の大学獣医学部の新股
・動物由来新興感染症等のﾘｽｸ回避と蔓延防止(高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝサ､SFT
s等）
・食料貿易における品質保証､安全性確保､ブランド化､国際トレーサピリティー等の
推進
･公衆衛生を担う公務員獣医師や産業獣医師の確保
･応用型ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ分野への貢献(新技術･新産業の創出）

②その他の提案【水産物･食品の輸出ワンｽﾄｯプ支援ｾﾝﾀー の設置】
・輸出粟者の事務手続に係る負担軽減､迅速化
・国際レペルの食の安全基準を満たす施設(HACCP麗証取得)の促進
･水産物･食品の輸出拡大(地域産業の海外販売強化）
･日本食(すし)の世界に向けた普及(養殖魚ハマチの販路拡大】

⑦「⑥｣の事業の実施を不可能又は困難とさ
せている規制等の内容
(必須）

獣医師養成系大学等の設霞及び収容定員増α
規制

･輸出先や輸出する産品ごとに輸出証明書(隙
産地証明)の申鯖窓口が異なる｡(中国四国9
政局､商エ会醗所､水産庁､県､高松国税局

・輸出水産食品取扱施設の麗定(HACCP取
得)手続力戦雑重層化(厚生労働省､水産庁
県

噌

⑧「のlの規制等の根拠法令等

『大学､大学院､短期大学及び高等専門学校の
設置等に係る麗可の基準｣(文部科学省告示）

｢輸出される水産物に関する証明書の発行につ
いてJ(農林水産省通知）

｢輸出水産食品の取扱いについて｣(厚生労働
省通知）

『
、

⑨ ｢⑦j及び｢⑧lの規制･制度改革のために提
案する新たな措置の内容

(必須）

国際動向を見据えた国家戦略レペルでの獣医
師養成系大学の設霞･入学定員規制の地域慨
定解悶

･水産物･食品の輸出証明書の申鯖･発行窓［
を一元化(例:商エ会議所）

･輸出水産食品取扱施設に係る麗定等の鑑
を行う機関を民間に拡大し､窓口を－元ｲI
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戸言

后D

歴．

灘愛媛県鯵今治市
①国際レベルの獣医師養成

○これま電の獣医学教育
・伴侶動物の医療、家畜絹。伴侶動物の医療、家畜衛生管理が中心・公共獣医事を担う第三極の国際水準の大学獣医学部
・国立大学：研究者養成、・動物由来新興感染症の統御、越境感染症の防疫

私立大学:臨床獣医師養成が中心吟:害幸害露雲嫌麓=蕊壱医議雲挙鶴世界の動向（アメJ1-)
・食の安全、バイオテロ等への危機管理食品。機能1性食品開発）における連携研究・教育
対応強化＝獣医大学3校を新設認可・情報ネットワーク構築、政策監視、疫学調査

|言昌礁麓蕊認難茎謁瀧懸澱繍毒噸需醗顧一
一一一

)危機管理発生時の学術支援拠点

重窃篭霊環譲嘩篭繍諜蝋患
の剛(知)の拠点」

行政の支援＜地元定蕃の誘導措瞭＞ 大学：四国地域入学枠設定

窒議県試験研究機関・四国内
大学との連携、共同研究 ヱ

企
致

◎国際水準の

◎国際対流；の

獣医学教

資質を有
育コアカリキュラム(51科目、
する公衆衛生分野(動物危機管

19実

理)の
施、必要な教員(72名程度)を確保
指導的人材を養成



、育

テーマ国際水準の大学獣医学部の新設

◆現状
く日本の課題＞

・社会のグローバル化の進展に伴い、これまでの獣医学教育（伴侶動悔の医療、家書衛生管理が中心）から
新しい分野に対応働物
･歴史的背嚢から、畜麗・
・国蒙戦略として、国際氷

賢易の安全確保､ライフサイエンス分野等）
wQ祷渡じ研究電の医繊船の拡充離棚
務鳳(OE:国際的鞍繊医待政の政蒋蘭機関)提示の

獣医学教育コアカリキュラム）の実施による国内外で活簾できる獣医陣の養成
＜地塘の課題＞

･今治市学園都市構想今愛媛県と今治市職獣医大学の購致を目指して共同で構造改革特区申講(HIS'-
､鳥インフルエンザ等の脅威(九州→西菌経由で年間100万人･車50万台が移動､渡り鳥ルート）
・獣医学教育空白地壌「四国』の解消今感染症発生時にゾーニング方式による封じ込めが必須

◆規制
「大学、大学院、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準（文部科学省告示）」により、獣医
師養成系大学・学都の新設及び定員増は麓可できないとされている。
地域を限定して規制を解除し、大学獣医学部の新設を可能にする。

◆効果
○国魔対応の寅質を持った獣医師の人材養成・人材輩出○ゾーンディフェンス等の地域の防疫提点
○ライフサイエンス分野への貢献○予防に重点化した畜水産獣医連携研究や教育の推進
○獣医師の卒後臨床教育・技術研修槌点、二次診療病院の新設O水産強・食品の輸出の振興

茎歯型遜塞唾錯雑型隆盛童輔錐勘巻翻慶曲創髄
市畑区に大字胴姻（15‘6皿）悪忽厩・胴函

へのライブサイエンス企業の購致

繊隙穐夫学等醤の尖剛臓鯵実擁

鶏鑑鍵溌蕊零誘季鍵酌2）
2



尋、

その他提案「水産物･食品の輸出ワンストップ支援センターの設置」

◆現状
＜日本の課題＞

・水産物・食品の輸出拡大・積費者の魚雛れ・HACCP取得の促進
＜愛媛の際題＞
・海面養猫業全国1位・愛育フィッシュ（養蒐魚のブランド化）の普及
＜焔壌の水産卸売会社>(HACCP取得）
・海外での日本食ブームを背景に、2012年輸出麓は輸出開始当初（2004年）の11‘3倍に増大
・海外で人気が高い日本特産のすしネタ（養薙魚ハマチ）の更なる輸出拡大を目指す。
・輸出手統の迅速化や、トラブル発生時の機動的な対応を期待
＜地塘の食品製造照売会社>(HACCP取得）
・2021年簿外充上高について、100億円（倍増以上）を目標
＜商工会懲所＞
・地壌の商工会鱗所は、日本商工会磯所の指導の下、日常的に事業者の求めに応じて原産地藤明書密発行

◆規創・効果
水産物・食品の輸出ワンストップ支鐙センターの設置（民間参入により窓口の一元化を目指す）
①輸出相手国や輸出する産品ごとに輸出鉦明書（原産地証明）の申薦・発行窓口が異なる。
【現状の申蒲窓口】食品(捌工品)：中国四国農政局、商工会麓所，

水産強：水産庁、県、商工会儀所
酒類：高松国税局

水産物・食品の輸出藤明書の申雷・発行窓口を民間に拡大し、窓口を一元化（例：商工会懲所）
今・輸出業者の事務負担軽減、利便性向上、迅速化・水産物・食品の輸出の拡大
②輸出水産食品取扱施設の圃定(HACCP取得）手続が複雑重層化（厚生労働省、水産庁、県）
輸出水産食品取扱施設に係る露定等の審査・モニタリングを行う機関を民間に拡大し、霞口凌一元化
令・HACCP取得の促進｡輸出水産食品取扱歳股の認定手銃の迅速化
③【更なる効果】新設大学獣医学部との連携・活用により、衛生・安全管理、検査体制、危機管理対応、
境保全、国際協定等に精通した人材を育成し、輸出戦略・輸出後のフォローアップ体制を構築
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